
電気自動車充電インフラ整備事業 

（仮称）第２次エネルギービジョンの策定について 

次期エネルギービジョン（計画期間：H28年度～） 

国のエネルギー基本計画（H26.4閣議決定）を軸に、現在国において進行中の、エネルギーミックスや固定価格買取
制度の見直し等の検討状況も見据え、奈良県内における再生可能エネルギーの導入状況を勘案しながら、計画期
間や目標項目・数値をはじめとする計画内容を検討 

現行の奈良県エネルギービジョンの計画期間が平成２７年度末で終了するため、２８年度を起点とする次期計画を策定 

２７年度末に公表 

★供給面の目標値を上方修正（H26.10） 

２．７倍 ⇒ ３．８倍 

計画期間：H25年度～H27年度 

１ 多様な再生可能エネルギー等の普及拡大 
 ①太陽光発電 

 ②小水力発電 

 ③バイオマスの利活用 

 ④風力発電、地熱発電 

 ⑤エネルギーの高度利活用 

２ 奈良の省エネ・節電スタイルの推進 

３ 緊急時のエネルギー対策の推進 

４ エネルギーで地域振興 

奈良県エネルギービジョン（H２５年３月策定） 

検討の方向性（構想） 

○目標値は、推移やフォローアップの可否も鑑みて慎重に検討 
○国でも重視している「熱エネルギーの活用」について項目を特出し（現ビジョンでも、中の記述としては存在） 
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★県内の再生可能エネルギー導入箇
所の現状把握と今後の動向についての
分析調査を実施 

ＦＩＴ制度導入から2年余りで、奈良県内
では再エネ導入が現実はどう進んできた
か、分布状況を解析し、土地価格等の現実
的な条件を加味したものとして、再エネ導
入が今後可能な地域を分析 

27年度スケジュール（案） 


